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日本人の「清潔信仰」が免疫力の低下を招く 

東京医科歯科大学の藤田紘一郎教授に聞く 

高山秀子 

　東京医科歯科大学の藤田紘一郎教授の専門は寄生虫学と熱帯医学。彼は『笑うカイチュ
ウ』（講談社）や『原始人健康学』（新潮社）などの著書で、日本人の「清潔信仰」に警告
を発してきた。
　異常ともいえる清潔観念によって免疫力や抵抗力が低下し、次世代の日本人が肉体的にも
精神的にも衰弱化していくのではないかと、藤田は危惧している。本誌・高山秀子が話を聞
いた。

＊

――最近ブームの抗菌グッズには衣料品も含まれている。この現象をどう思うか。

　私に言わせれば、本当にばかな話だ。抗菌ソックスや抗菌肌着などが出回っているが、実
際は有害なものだ。
　皮膚の表面には、ばい菌から皮膚を守る皮膚常在菌が存在する。抗菌グッズや消毒用アル
コールは、人間の肌を守るこうした菌まで弱らせて殺してしまう。場合によっては、抗菌
グッズが皮膚をだめにしてしまう。

――なぜ日本人はそうした製品を買いたがるのか。

　それは商業主義のせいだ。日本人はきれい好きなうえに、けっこう単純で素直なため、す
ぐ宣伝に乗せられてしまう。業者の側は、抗菌といっても効果はほとんどなく、体にもよく
ないということを承知しながら売っている。
　日本人はずっと、細菌や寄生虫は汚くて害があると教えられてきた。だが人間は、ある種
の細菌や寄生虫とは共存してきたのだ。今では、こうした事実は忘れられ、水道水に大腸菌
が混じっていると大騒ぎする。だから、日本の水道水の塩素濃度は世界一高い。

――こうした日本の状況は異常だと？



　戦後いっせいに寄生虫駆除が叫ばれ、回虫や細菌を人間の敵とみなしはじめた。そのころ
から常軌を逸し、異常になったと思う。行き着くところまできて、自己臭症などという精神
病的症状も出てきた。自分が臭いと信じ込み、大便の臭いを消すための錠剤を飲んだりす
る。悪臭を発する異物に我慢できず、ホームレスのような人々に暴力を振るう中学生もい
る。
　先日、取材に来た30代の記者は面白かった。きれい好きで、私の部屋にいること自体怖
かったらしい。ちょっと私の体に触れただけで、「先生、回虫がうつりませんか」と尋ねて
は手を洗っていた。
　そこまでいくと人間ではない。空気中には多くの菌が存在している。そこまでこだわるな
ら、息をしないほうがいいかもしれない。

――日本では最近、アレルギーが増えているが。

　昔から人間の体には、体内に侵入してきた細菌や回虫に対応する免疫細胞があった。だ
が、回虫を駆除し、細菌を殺して、免疫細胞の仕事を取り上げてしまった。「無職」になっ
た細胞ほど、いらぬことをする。だから、花粉やダニに反応してアレルギーを引き起こすの
だ。

――日本人の免疫力は低下しているのだろうか。

　行きすぎた清潔志向から、すでにそうした状況になっている。ほぼ制圧したと考えられて
いた結核も復活している。菌自体も、抗生物質が効きにくいものが生まれている。この問題
は日本だけでなく、アメリカやカナダでも起きている。

――あなたの説く日本人の「家畜化」とはどんな意味か。

　自ら家畜化しているということだ。農村や漁村など自然の中で生活できる若者たちが、わ
ざわざ大都会に出てきては家畜小屋のような狭い部屋で暮らし、近くのコンビニエンススト
アで出来合いの物を食べる。狭い部屋とエサがあれば、それで満足してしまう生き物になっ
てしまっている。部屋とエサを取り上げられたら、死んでしまうのではないか。

――一方で、アウトドアがブームだが。

　これも商業主義に流され、アウトドアの気分にひたっているだけ。ペットボトル入りの無
菌の水とティッシュペーパーを持参するくらいだから。景色を見るのは好きかもしれない
が、本当は汚れるのが嫌なのだろう。

――こうした状況を変えるには？

　行きすぎた清潔志向を止めるためには、幼稚園や小学校での教育が大切だと思う。たとえ
ば、幼稚園でおしっこを漏らした子がいたら、先生が「汚い」と大騒ぎしないこと。すぐク
レゾールや逆性せっけんで消毒しようとするが、尿は腎臓でろ過されているから少しも汚く
ない。
　昆虫を殺すのも、害があるというより、不快で見た目が悪いという理由からだ。今すべき
ことは、生きているものにはみな意味があることや、共生していくことの大切さを子供たち
に教えることだ。



――日本人の将来をどう思うか。

　非常に不安だ。私は外国に住む日本人の身体検査をしているが、か弱さを感じる。精神的
にも、活気が感じられない。無菌室で育ったような人が増えている。
　数年前、バリ島でコレラ騒ぎがあったが、感染したのは確か日本人だけだった。日本人は
わざわざ無駄な金を使って抗菌グッズを作り、逆性せっけんを使い、塩素濃度の高い水道水
を作って、結局は自分の体を弱くしている。
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A Lizard in My Chips

異物混入騒ぎが示す日本の「潔癖志向」 

企業側の誠実な対応は評価できるが 

高山秀子（東京） 

　この夏、日本の消費者を最も騒がせたのはタイヤでも車でもなく、食品に混入した「異物」だった。

ミートソースの缶詰にボルト、ポテトチップスにトカゲの死骸……と報告は増え続け、混入物の不気味さ

も増していった。

　マスコミの大半は、こうした報告を公衆衛生上の危機というよりも、UFOの目撃事件のように扱ってい

る。週刊新潮は今回の騒ぎを「酷暑狂騒曲」と評し、毎日新聞は「異物ゾロゾロ…気味悪い食品」という

見出しを掲げた。

　だが「食品への異物混入はこれまでにもあった」と、日本消費者連盟の水原博子事務局長は言う。「た

だ消費者は自分だけの問題として、個別にメーカーと対応してきた。今回の現象と以前との違いは、消費

者がマスコミに持ち込んで公にし、皆の問題として考えるようになったことだ」

　日本人の行きすぎた「清潔志向」が逆に日本人の健康をゆがめている――と警告し続けてきた東京医科

歯科大学の藤田紘一郎教授は、今回の騒ぎは「まるで集団ヒステリーで、消費者もメーカーも過剰反応し

ている」と指摘する。

　とはいえ、相次ぐ異物混入騒動の発端は食中毒事件だった。6月から7月にかけて、雪印乳業の乳飲料を

飲んだ消費者1万4500人以上が被害にあっている。

　そして以後数週間のうちに、さまざまな食品メーカーの幹部たちが「異物混入」についてわびて回る事

態に発展した。

　三重県在住の主婦がヤングコーンの缶詰にヤモリの死骸を見つけた6月、一連の事件も行き着くところま

で行ったかにみえた。

　だがその後、東京・調布市の女性がカルビーのポテトチップスにトカゲとそのフンを発見。「健康上は

なんら問題ないといわれているが、不快感を除くために自主回収した」と、同社広報は言う。



殺菌・防腐剤が増える？

　食欲を失わせるような報告が相次ぐなか、何件もの問題に見舞われる企業も現れた。食品加工メーカー

のニチロには、サケフレークにハエ、イワシ缶にビニール片、ミートソース缶にステンレス製のボルトが

見つかったというクレームが舞い込んだ。

　混入物の「多様性」でトップをいくのは山崎製パンだろう。なにしろハチにプラスチックの破片、ボタ

ン、毛髪、虫などが製品から発見されている。

　一連の騒ぎのなかで幸いなのは、企業側の問題隠しがほとんど見られないことだ。

　キリンビバレッジは、トマトジュースの缶にハエの死骸が1匹混入していたことを受けて、61万7460本の

製品を回収。JR西日本フードサービスネットでは、最近弁当にハエが混入していた事件が2度あり、9月末

まで操業を停止して工場の改装に踏み切った。

　だが藤田は、こうした対応に懸念を示す。「この騒ぎの結果、食品に殺菌剤や防腐剤、消毒剤をもっと

入れようとするかもしれない。そのほうがより心配だ」

　ヤモリの死骸は少なくともオーガニック（有機物）、ではある。
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